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日本老人福祉財団
小口明彦理事長

　
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
全
国
で
７
事
業
所

展
開
す
る
一
般
財
団
法
人
日
本
老
人
福
祉
財
団

（
東
京
都
中
央
区
）
は
２
月

日
、「
第

回
＜
ゆ

う
ゆ
う
の
里
＞
職
員
実
践
研
究
会
」
を
開
催
。
１

３
５
名
が
来
場
し
、
全

チ
ー
ム
が
研
究
発
表
を

行
っ
た
。
優
秀
賞
は
離
職
防
止
を
テ
ー
マ
に
し
た

本
部
人
事
総
務
課
な
ど
４
組
が
受
賞
し
た
。

▲研究についてアドバイスをする中央福祉
学院山下興一郎主任教授（左）と法政大学
松浦民恵教授（右）

▲周年記念した節目の年の研究発表会

　
開
会
式
で
小
口
明
彦
理

事
長
は
「
当
財
団
は
２
０

２
３
年

月
に
創
立

周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
の
１
０
０
周
年
に

向
か
っ
て
新
た
な
第
１
歩

を
踏
み
出
す
」と
話
し
た
。

　
職
員
実
践
研
究
発
表
会

は
午
前
と
午
後
の
２
部
制

で
、

の
演
題
を
発
表
。

優
秀
賞
は
午
前
と
午
後
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
２
演
題
が
選

出
さ
れ
た
。
審
査
員
は
外

部
の
有
識
者
と
同
財
団
職

員
が
務
め
た
。

　
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
た

の
は
、
浜
松
＜
ゆ
う
ゆ
う

の
里
＞
生
活
サ
ー
ビ
ス

課
、
伊
豆
高
原
＜
ゆ
う
ゆ

う
の
里
＞
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

課
、
佐
倉
＜
ゆ
う
ゆ
う
の

里
＞
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
課
、

本
部
人
事
総
務
部
の
４
チ

ー
ム
。

　
現
場
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
研
究
発
表
が
多
い

中
、
唯
一
本
部
か
ら
優
秀

賞
に
選
出
さ
れ
た
本
部
人

事
総
務
部
は
「
早
期
離
職

は
防
げ
る
！
～
３
年
定
着

率
を
上
げ
る
仲
間
づ
く
り

～
」
の
題
で
発
表
を
行
っ

た
。
早
期
離
職
を
防
止
す

る
た
め
に
１
～
３
年
目
研

修
や
新
入
職
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
な
ど
の
階
層

別
研
修
を
実
施
。
内
定
か

ら
入
職
ま
で
の
期
間
に
複

数
回
の
懇
親
会
を
開
催
し

た
。

　
新
卒

年
度
入
社
組
の

定
着
率
は
１
年
後
に

・

６
％
、
３
年
後

・
１
％

で
あ
っ
た
。
取
り
組
み
が

軌
道
に
乗
っ
た

年
度
入

社
組
の
定
着
率
は
１
年
後


・
３
％
、
３
年
後
は


％
を
達
成
し
た
。

　
本
部
人
事
総
務
部
の
木

曽
千
枝
加
氏
は
「
今
回
、

離
職
率
を
テ
ー
マ
に
し
た

研
究
活
動
を
す
る
に
あ
た

り
、
人
事
総
務
部
チ
ー
ム

一
丸
で

年
分
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
シ
ー
ト
を
全
て
分
析

し
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
会
場
の
参
加
者

の
投
票
で
選
ば
れ
た
会
場

賞
は
大
阪
＜
ゆ
う
ゆ
う
の

里
＞
生
活
サ
ー
ビ
ス
課
が

受
賞
。

　
同
事
業
所
は
「
私
だ
っ

て
参
加
し
た
い
！
～
新
企

画『
か
た
つ
む
り
ツ
ア
ー
』

～
」
と
題
し
、
軽
度
認
知

障
害
な
ど
の
利
用
者
向
け

に
外
出
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
事
例
を
紹
介
。
か
た

つ
む
り
ツ
ア
ー
は

年
４

月
か
ら

年
５
月
ま
で
計

３
回
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
参

加
に
消
極
的
に
な
っ
た
利

用
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
と
い
う
思
い
で

取
り
組
ん
だ
。
「
ツ
ア
ー

を
き
っ
か
け
に
利
用
者
同

士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
っ

た
」
と
生
活
サ
ー
ビ
ス
課

の
門
田
拓
也
氏
は
述
べ

る
。

　
発
表
会
終
了
後
は
ト
ー

ク
セ
ク
シ
ョ
ン
「
研
究
の

タ
ネ
の
育
て
方
」を
開
催
。

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
学
部
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
松
浦
民
恵
教

授
と
、
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
・
中
央
福
祉
学
院
の

山
下
興
一
郎
主
任
教
授
が

登
壇
。
身
近
な
課
題
か
ら

研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る

た
め
の
コ
ツ
を
フ
リ
ー
ト

ー
ク
形
式
で
議
論
し
た
。

　
「
研
究
の
『
タ
ネ
』
を

育
て
た
い
け
ど
、
タ
ネ
が

見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う

職
員
の
質
問
に
対
し
て
、

山
下
主
任
教
授
は
「
現
場

で
起
き
て
い
る
課
題
を
研

究
の
タ
ネ
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
が
大
切
」と
言
及
。

ま
た
松
浦
教
授
は
「
自
分

の
土
俵
に
引
き
寄
せ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る

テ
ー
マ
を
探
し
出
す
こ
と

が
タ
ネ
を
見
つ
け
る
ポ
イ

ン
ト
」
と
話
し
て
今
後
の

研
究
の
進
展
に
期
待
を
寄

せ
た
。


